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一
、
は
じ
め
に

『
沈
徳
潜
詩
文
集
』
に
は
沈
徳
潜
（
一
六
七
三
︲
一
七
六
九
）
若
年
期
の
詩
集
『
一
一
斎

詩
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。一
そ
の
内
の
巻
六
甲
申
（
一
七
〇
四
）
に
「
抄
唐
宋
人
詩
稿
数

種
，
偶
題
絶
句
」
と
い
う
論
詩
絶
句
が
あ
る
（
以
下
、「
論
詩
絶
句
」
と
呼
ぶ
）。「
論
詩
絶
句
」

は
、
合
わ
せ
て
十
二
首
あ
り
、
主
に
陳
子
昂
・
李
白
・
杜
甫
・
韓
愈
・
王
維
・
孟
浩
然
・
劉

長
卿
・
柳
宗
元
・
韋
応
物
・
白
居
易
・
李
賀
・
李
商
隠
・
蘇
軾
・
歐
陽
修
・
梅
堯
臣
・
永
嘉

四
霊
・
陸
游
な
ど
の
唐
や
宋
の
詩
人
に
つ
い
て
の
論
評
で
あ
る
。
こ
れ
ら
詩
人
の
う
ち
、
陳
子

昂
は
唐
代
に
お
い
て
五
言
古
詩
の
復
古
を
提
唱
し
た
第
一
人
者
で
あ
る
。
杜
甫
・
韓
愈
・
蘇
軾

は
、
沈
徳
潜
の
師
で
あ
る
葉
燮
（
一
六
二
七
︲
一
七
〇
三
）
の
最
も
推
賞
す
る
詩
人
で
あ
る
。

王
維
・
孟
浩
然
・
柳
宗
元
・
韋
応
物
は
、
即
ち
沈
徳
潜
の
前
の
詩
壇
盟
主
王
士
禛
（
一
六
三
四

︲
一
七
一
一
）
の
尊
重
す
る
詩
人
で
あ
る
。
ま
た
、
杜
甫
・
李
白
・
王
維
・
韋
応
物
の
四
人
は
、

沈
徳
潜
が
四
十
五
歳
の
時
に
編
纂
し
た
『
唐
詩
別
裁
集
』（
以
下
、「
初
刻
本
」
と
呼
ぶ
）
及
び

九
十
一
歳
の
時
に
改
訂
し
た
『
唐
詩
別
裁
集
』（
以
下
、「
重
訂
本
」
と
呼
ぶ
）
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
第
一
位
か
ら
第
四
位
の
位
置
に
配
列
さ
れ
た
詩
人
で
あ
る
。
蘇
軾
と
陸
游
は
、
沈
徳
潜

が
晩
年
に
編
纂
し
た
『
宋
金
三
家
詩
選
』
に
お
け
る
最
も
重
要
な
二
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
李
白
・

杜
甫
・
韓
愈
・
白
居
易
・
蘇
軾
・
陸
游
は
、
後
に
乾
隆
皇
帝
が
御
選
し
た
『
唐
宋
詩
醇
』
に
選

ば
れ
た
六
人
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
論
詩
絶
句
」
は
明
清
詩
壇
に
お
け
る
唐
代
五
言
古
詩
に

対
す
る
評
価
、
李
杜
と
王
孟
に
対
す
る
評
価
、
唐
詩
と
宋
詩
に
対
す
る
評
価
と
い
っ
た
重
大
な

詩
学
問
題
に
係
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
論
詩
絶
句
」
は
若
い
こ
ろ
の
沈
徳
潜
の
詩
学

的
見
解
を
認
識
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
、
清
代
の
詩
学
の
発
展
、
特
に
王
士
禛
か
ら
沈
徳
潜
へ

の
詩
壇
に
お
け
る
流
れ
の
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
、
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
考
え

ら
れ
る
。
小
論
は
、
ま
ず
「
論
詩
絶
句
」
の
内
容
を
解
説
し
、
若
年
期
の
沈
徳
潜
の
唐
宋
詩
に

対
す
る
評
価
を
把
握
し
た
う
え
で
、
彼
の
詩
学
思
想
の
形
成
過
程
お
よ
び
清
代
詩
学
の
発
展
に

お
い
て
「
論
詩
絶
句
」
の
持
つ
詩
学
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、「
論
詩
絶
句
」
の
内
容

感
遇
傷
時
陳
子
昂　
　

感
遇　

時
を
傷
む　

陳
子
昂

獨
抒
情
性
變
齊
梁　
　

独
り
情
性
を
抒
し
て
斉
梁
を
変
う

後
來
韶
濩
雲
山
曲　
　

後の

来ち

の
韶
濩
雲
山
の
曲

一
片
風
流
属
漫
郎　
　

一
片
の
風
流　

漫
郎
に
属
す

こ
れ
は
第
一
首
で
、
陳
子
昂
に
つ
い
て
の
論
評
で
あ
る
。
沈
徳
潜
は
、
陳
子
昂
の
代
表
作
で

あ
る「
感
遇
」（
三
十
八
首
）は
も
っ
ぱ
ら
作
者
の
気
持
ち
を
述
べ
る「
時
を
傷
む
」作
品
で
あ
り
、

斉
梁
時
代
の
詩
風
を
変
革
さ
せ
た
功
績
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
三
句
目
に
あ
る
「
韶
濩
雲

山
」
の
語
は
、
元
結
の
「
欸
乃
曲
」
五
首
の
三
に
あ
る
「
停
橈
静
聽
曲
中
意
，
好
是
雲
山
韶
濩

音
（
橈
を
停
め
て
静
か
に
曲
中
の
意
を
聴
け
ば
，
好
く
是
れ
雲
山
韶
濩
の
音
な
り
）
と
い
う
句

を
踏
ま
え
て
い
る
。
四
句
目
の「
漫
郎
」と
は
元
結
の
あ
だ
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、陳
子
昂
が『
感

遇
』
詩
で
示
し
た
復
古
の
伝
統
は
そ
の
後
の
元
結
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
沈
徳
潜
は

言
っ
て
い
る
。「
初
刻
本
」
と
「
重
訂
本
」
は
と
も
に
陳
子
昂
の
詩
を
二
十
八
首
収
録
し
て
お
り
、

配
列
は
そ
れ
ぞ
れ
第
十
三
位
と
十
四
位
と
な
っ
て
い
る
。

才
氣
縦
横
蜀
道
難　
　

才
氣　

縦
横
た
り　

蜀
道
難　

斂
才
須
就
五
言
看　
　

才
を
斂
む
る
こ
と　

須
ら
く
五
言
に
就
き
て
看
る
べ
し

古
風
最
得
風
人
意　
　

古
風
は
最
も
風
人
の
意
を
得　
　

莫
怪
胸
中
薄
建
安　
　

怪
し
む
莫
れ　

胸
中　

建
安
を
薄か

ろ

ん
ず
る
を

こ
れ
は
第
二
首
で
、
李
白
に
つ
い
て
の
論
評
で
あ
る
。
李
白
は
、「
蜀
道
難
」
の
よ
う
な
七

言
歌
行
体
の
詩
を
創
作
す
る
と
き
、
詩
人
の
才
気
を
駆
使
す
る
が
、
五
言
古
詩
で
あ
る
『
古

風
』
の
ほ
う
は
む
し
ろ
才
気
を
抑
え
て
、
よ
く
『
詩
経
』
の
伝
統
で
あ
る
風
人
の
意
趣
を
得
て

い
る
の
で
、
李
白
の
口
か
ら
「
自
從
建
安
來
，
綺
麗
不
足
珍
（
建
安
よ
り
こ
の
か
た
は
、
綺
麗

な
れ
ど
も
珍
と
す
る
に
足
ら
ず
）」
と
い
っ
た
後
漢
の
建
安
時
代
か
ら
興
り
始
め
た
美
辞
麗
句

を
追
求
す
る
詩
風
は
重
ん
じ
る
に
値
し
な
い
と
い
う
言
葉
が
出
る
の
も
全
く
可
笑
し
く
な
い
こ

沈
徳
潜
若
年
期
の
論
詩
絶
句
及
び
そ
の
詩
学
的
意
義
に
つ
い
て

范　
　
　

建　

明
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と
で
あ
る
、
と
沈
徳
潜
は
言
っ
て
い
る
。「
初
刻
本
」
と
「
重
訂
本
」
は
そ
れ
ぞ
れ
李
白
の
詩

を
百
三
十
九
首
と
百
四
十
首
収
録
し
、
配
列
は
と
も
に
第
二
位
で
あ
る
。

掣
得
東
溟
掉
尾
鯨　
　

掣
し
得
た
り　

東
溟
の
掉
尾
の
鯨

盤
空
硬
語
浩
縦
横　
　

空
に
盤
る
硬
語　

浩
と
し
て
縦
横
た
り

紛
紛
西
抹
東
塗
手　
　

紛
々
た
る
西
抹
東
塗
の
手

請
讀
南
山
與
北
征　
　

請
う　

南
山
と
北
征
と
を
読
ま
ん
こ
と
を

こ
れ
は
第
三
首
で
、
杜
甫
と
韓
愈
を
論
評
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
句
目
は
杜
甫
の
「
戯
為
六

絶
句
」の
四
に
お
け
る「
未
掣
鯨
魚
碧
海
中（
未
だ
鯨
魚
を
碧
海
の
中
に
掣
か
ず
）」の
句
を
用
い
、

二
句
目
は
韓
愈
の
「
薦
士
詩
」
に
お
け
る
「
横
空
盤
硬
語
、
妥
帖
力
排
奡
（
空
に
横
た
わ
っ
て

硬
語
を
盤め

ぐ

ら
し
め
、妥
帖
し
て
奡
を
排
す
）」
の
句
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
三
句
目
の
「
西

抹
東
塗
手
」
は
、
元
好
問
の
「
論
詩
三
十
首
」
の
十
五
「
世
間
東
抹
西
塗
手
（
世
間
の
東
抹
西

塗
の
手
）」
に
出
典
し
、
杜
韓
の
詩
風
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
世
間
の
者
を
批
判
す
る
も
の
で

あ
る
。
沈
徳
潜
は
、
杜
甫
と
韓
愈
の
五
言
古
詩
は
東
海
の
巨
鯨
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
ほ
ど

筆
力
が
強
く
、
空
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
る
ほ
ど
詩
の
響
き
が
雄
大
で
、
世
間
の
塗
り
た
く
る
作

家
達
よ
、
韓
愈
の
「
南
山
」、
杜
甫
の
「
北
征
」
の
よ
う
な
作
品
を
よ
く
読
め
、
と
言
っ
て
い
る
。

「
初
刻
本
」
と
「
重
訂
本
」
は
杜
甫
の
詩
を
そ
れ
ぞ
れ
二
百
四
十
一
首
と
二
百
五
十
五
首
収
録
し
、

第
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
韓
愈
の
詩
を
四
十
一
首
と
四
十
三
首
収
め
、
第
七
位
と
第
九

位
と
な
っ
て
い
る
。

水
窮
雲
起
天
然
句　
　

水
窮　

雲
起　

天
然
の
句

疏
雨
微
雲
正
頡
頏　
　

疏
雨　

微
雲　

正
に
頡
頏
す

此
是
五
言
真
絶
調　
　

此
れ
は
是
れ　

五
言
の
真
絶
調

長
城
何
獨
號
文
房　
　

長
城
は
何
ぞ
独
り
文
房
の
み
を
号
さ
ん

こ
れ
は
第
四
首
で
、
王
維
と
孟
浩
然
を
論
評
す
る
も
の
で
、
兼
ね
て
劉
長
卿
に
も
及
ん
で
い

る
。
一
句
目
の
「
水
窮
」「
雲
起
」
は
、王
維
の
五
言
律
詩
「
終
難
別
業
」
の
頸
聯
「
行
到
水
窮
処
，

坐
看
雲
起
時
（
行
き
て
到
る　

水
の
窮
ま
る
処
、
坐
し
て
看
る　

雲
の
起
こ
る
時
）」
を
用
い
、

二
句
目
の
「
疏
雨
」「
微
雲
」
は
、
孟
浩
然
の
「
微
雲
淡
河
漢
，
疏
雨
滴
梧
桐
（
微
雲　

河
漢

　

淡
し
、
疏
雨　

梧
桐
に
滴
る
）」
と
い
う
詩
句
を
用
い
て
い
る
。
沈
徳
潜
は
、
王
孟
の
詩
は

天
然
の
調
べ
が
あ
り
、
と
も
に
五
言
律
詩
の
「
真
絶
調
」
で
、
い
わ
ゆ
る
「
五
言
長
城
」
は
決

し
て
劉
長
卿
だ
け
の
称
号
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
王
維
の
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
九
十
二
首
と

百
四
首
収
め
ら
れ
、配
列
は
と
も
に
杜
甫
、李
白
に
次
ぐ
第
三
位
で
あ
る
。
孟
浩
然
の
詩
は
「
初

刻
本
」
と
「
重
訂
本
」
で
は
共
に
三
十
七
首
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
八
位
と
第
十
一
位
で
あ

る
。
劉
長
卿
の
詩
は
五
十
八
首
と
五
十
四
首
収
め
ら
れ
、
第
五
位
と
第
七
位
と
な
っ
て
い
る
。

韋
柳
詩
篇
味
無
味　
　

韋
柳
の
詩
篇　

無
味
を
味
わ
う

元
音
好
向
此
中
求　
　

元
音　

好
く
此
の
中
に
求
む

後
人
多
事
輕
軒
輊　
　

後
人　

事
を
多
く
し
て
軽
が
る
し
く
軒
輊
す

千
古
蘇
州
並
柳
州　
　

千
古
に
蘇
州
は
柳
州
に
並
ば
ん

こ
れ
は
第
五
首
で
、
韋
応
物
、
柳
宗
元
を
論
評
す
る
も
の
で
あ
る
。
韋
応
物
と
柳
宗
元
の
詩

は
「
元
音
」
で
、
そ
の
「
無
味
」
の
と
こ
ろ
が
ま
さ
に
味
わ
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
の

人
が
む
や
み
に
二
人
に
甲
乙
を
付
け
よ
う
と
す
る
が
、
ま
っ
た
く
お
せ
っ
か
い
な
こ
と
で
、
両

者
は
互
い
に
肩
を
並
べ
る
も
の
で
あ
る
と
、
沈
徳
潜
は
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
詩
に
「
東
坡
謂

韋
不
如
柳
，後
人
倶
謂
柳
不
如
韋
柳
。（
東
坡
謂
う
、韋
は
柳
に
如
か
ず
と
、後
の
人
は
倶
に
謂
う
、

柳
は
韋
に
如
か
ず
と
）」と
い
う
自
注
が
あ
る
。
王
士
禛
は
か
つ
て
韋
応
物
と
柳
宗
元
に
つ
い
て
、

「
東
坡
謂
柳
柳
州
詩
在
陶
彭
澤
下
，
韋
蘇
州
上
。
此
言
誤
矣
。
余
更
其
語
曰
‥
韋
詩
在
陶
彭
澤

下
，
柳
柳
州
上
。（
東
坡
謂
う
、
柳
柳
州
の
詩
は
陶
彭
澤
の
下
、
韋
蘇
州
の
上
に
在
り
と
。
此

の
言
は
誤
れ
り
。
余
、其
の
語
を
更
い
て
曰
く
、韋
詩
は
陶
彭
澤
の
下
、柳
柳
州
の
上
に
在
り
）」

と
い
う
よ
う
に
甲
乙
を
付
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
沈
徳
潜
の
云
う
「
後
人
」
と
は
蘇
軾

や
王
士
禛
ら
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
初
訂
本
」
と
「
重
訂
本
」
に
収
め
ら
れ
る

韋
応
物
の
詩
は
六
十
六
首
と
六
十
三
首
で
、
配
列
は
い
ず
れ
も
第
四
位
と
な
っ
て
い
る
。
柳
宗

元
の
詩
は
三
十
三
首
と
四
十
四
首
で
、
第
九
位
と
第
十
位
と
な
っ
て
い
る
。

諷
喩
千
篇
翻
水
成　
　

諷
喩
の
千
篇　

水
を
翻

ひ
る
が
えし
て
成
り

元
和
風
格
見
高
情　
　

元
和
の
風
格　

高
情
見あ

ら

わ
る

如
何
原
上
離
離
草　
　

如
何
ぞ
原
上
の
離
離
た
る
草

偏
向
尋
常
句
得
名　
　

偏ひ
と
えに

尋
常
の
句
に
名
を
得
ん
や

こ
れ
は
第
六
首
で
、白
居
易
を
論
評
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
に「
逋
翁
賞「
野
火
燒
不
盡
」

二
句
，
樂
天
因
此
得
名
。（
逋
翁
は
『
野
火
焼
け
ど
も
尽
き
ず
』
の
二
句
を
賞
す
。
樂
天
は
此

れ
に
因
り
て
名
を
得
）」
と
い
う
自
註
が
あ
る
。
沈
徳
潜
は
、
白
居
易
の
名
を
世
に
知
ら
し
め

た
「
野
火
焼
不
尽
，
春
風
吹
又
生
（
野
火	

焼
け
ど
も
尽
き
ず
、
春
風
吹
き
て
又
生
ず
）」
の
よ

う
な
詩
は
、
た
だ
の
「
尋
常
の
句
」
に
過
ぎ
ず
、
本
当
に
「
元
和
の
風
格
」
を
代
表
し
、
そ
の

「
高
情
」
が
見
ら
れ
る
の
は
白
居
易
の
「
諷
喩
詩
」
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。「
初

訂
本
」
に
収
め
ら
れ
た
白
居
易
の
詩
は
七
言
絶
句
四
首
だ
け
で
あ
る
が
、「
重
訂
本
」
で
は
各

詩
体
の
詩
が
計
六
十
首
も
選
ば
れ
て
、
配
列
は
一
気
に
杜
甫
、
李
白
、
王
維
、
韋
応
物
に
次
ぐ

第
五
位
に
ま
で
上
が
ら
せ
て
い
る
。二

奉
禮
當
年
運
意
微　
　

奉
礼　

当
年　

意
を
運め
ぐ
らす

こ
と
微
な
り

女
蘿
山
鬼
是
吾
師　
　

女
蘿　

山
鬼　

是
れ
吾
が
師
な
り
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時
人
不
識
風
騒
體　
　

時
人
は
風
騒
の
体
を
識
ら
ず
し
て

只
賞
天
驚
石
破
詩　
　

只
だ
天
驚
石
破
の
詩
を
賞
す
の
み

こ
れ
は
第
七
首
で
、
李
賀
を
論
評
す
る
も
の
で
あ
る
。
奉
礼
郎
の
職
を
務
め
た
李
賀
の
詩
は
、

詩
意
の
表
現
手
法
が
非
常
に
含
蓄
で
深
み
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
屈
原
の
「
騒
体
」
に

由
来
し
て
い
る
。
今
の
人
は
そ
れ
が
理
解
で
き
な
い
で
、
単
に
彼
の
「
女
媧
煉
石
補
天
處
，
石

破
天
驚
逗
秋
雨
（
女
媧	

石
を
煉
っ
て
天
を
補
う
処
、
石
は
破
れ	

天
は
驚
い
て	

秋
雨
を
逗
む
）」

の
よ
う
な
詩
を
称
賛
し
て
い
る
。「
初
訂
本
」
に
は
李
賀
の
名
が
見
ら
れ
ず
、「
重
訂
本
」
に
は

李
賀
の
詩
十
首
選
ば
れ
て
い
る
。

共
傳
獺
祭
駆
材
富　
　

共
に
伝
う　

獺
祭　

材
を
駆か

る
こ
と
富
か
な
り
と

更
説
西
昆
體
制
卑　
　

更
に
説
く　

西
昆
の
体
制
は
卑い

や

し
と

錦
瑟
無
題
添
注
脚　
　

錦
瑟　

無
題
に
注
脚
を
添
え
て

眼
中
曾
否
見
韓
碑　
　

眼
中　

曾
て
せ
ん
や
否
や
韓
碑
を
見
る

こ
れ
は
第
八
首
で
、
李
商
隠
を
論
評
す
る
も
の
で
あ
る
。
李
商
隠
の
詩
は
故
事
を
多
く
使
い
、

詩
材
が
非
常
に
豊
富
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
宋
の
初
期
に
お
い
て
李
商
隠
の
詩
を
手
本
と

し
た
所
謂
「
西
昆
体
」
の
詩
は
格
調
が
高
く
な
い
。
眼
力
の
な
い
人
達
は
李
商
隠
の
「
琴
瑟
」

や
「
無
題
」
の
詩
を
好
ん
で
面
倒
を
嫌
わ
ず
「
注
脚
を
添
え
る
」
が
、
李
商
隠
の
詩
の
真
価
を

示
す
「
韓
碑
」
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。「
初
訂
本
」
と
「
重
訂
本
」
で
は
李
商
隠
の

詩
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
首
と
五
十
首
選
ば
れ
て
お
り
、
第
十
一
位
と
第
八
位
と
な
っ
て
い
る
。

浩
氣
孤
行
見
性
情　
　

浩
氣　

孤
行　

性
情
見
わ
る

儋
州
歸
後
更
澄
泓　
　

儋
州
よ
り
歸
え
り
し
後　

更
に
澄
泓

無
端
滄
海
横
流
句　
　

端
無
く　

滄
海
横
流
の
句

却
怪
遺
山
也
浪
評　
　

却
っ
て
怪
し
む　

遺
山
も
浪み

だ

り
に
評
す
る
を

こ
れ
は
第
九
首
で
、
宋
代
の
蘇
軾
を
論
評
す
る
も
の
で
あ
る
。
蘇
軾
の
詩
は
浩
然
た
る
正
気

が
あ
り
、
一
字
一
句
に
詩
人
の
性
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
左
遷
さ
れ
た
海
南
島
の
儋

州
か
ら
帰
っ
た
後
の
作
品
は
さ
ら
に
広
く
深
く
澄
み
わ
た
る
境
地
に
達
し
て
い
る
。
遺
山
（
元

好
問
）
は
、「
論
詩
三
十
首
」
の
二
十
二
に
お
い
て
「
只
知
詩
到
蘇
黄
尽
，滄
海
横
流
却
是
誰
（
只

だ
知
る	

詩
は
蘇
黄
に
到
り
て
尽
く
と
、
滄
海	

横
流
す
る
は
却
っ
て
是
れ
誰
ぞ
）」
と
言
っ
て
、

蘇
軾
と
黄
庭
堅
の
詩
は
唐
詩
の
流
れ
か
ら
外
れ
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
が
、
沈
徳
潜
は
、
元

好
問
の
こ
の
見
解
は
で
た
ら
め
な
意
見
だ
と
言
い
切
っ
て
、蘇
軾
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。『
宋

金
三
家
詩
選
』
に
蘇
軾
の
詩
は
二
巻
、
合
わ
せ
て
百
八
十
五
首
選
ば
れ
て
い
る
。

全
楚
堂
堂
納
漢
江　
　

全
楚　

堂
堂
と
し
て
漢
江
を
納
め

劇
怜
曹
檜
不
成
邦　
　

劇は
な
はだ
怜
れ
む　

曹
檜　

邦
を
成
さ
ざ
る
を

四
靈
氣
象
真
衰
颯　
　

四
靈
の
氣
象　

真
に
衰
颯
た
り

却
對
歐
梅
不
肯
降　
　

却
っ
て
歐
梅
に
対
し
て
降
る
を
肯が

え
んぜ
ず
。

こ
れ
は
第
十
首
で
、
宋
代
の
詩
風
を
論
評
す
る
も
の
で
あ
る
。
沈
徳
潜
は
、
宋
代
初
期
の
欧

陽
修
と
梅
尭
臣
は
「
全
楚
堂
堂
納
漢
江
」
の
勢
い
で
、
宋
一
代
の
詩
風
を
切
り
開
い
て
い
た

が
、
南
宋
の
「
永
嘉
四
霊
」（
徐
照
、
徐
璣
、
翁
巻
、
趙
師
秀
）
は
欧
梅
の
詩
風
を
受
け
継
が
ず
、

晩
唐
の
詩
を
提
唱
し
、
詩
の
道
が
ま
す
ま
す
狭
く
な
り
、
衰
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ

に
『
詩
経
』
に
収
め
ら
れ
た
十
五
の
国
風
の
う
ち
、
第
十
三
位
と
十
四
位
に
配
列
さ
れ
て
い
る

檜
風
と
曹
風
の
よ
う
な
も
の
で
、
衰
微
極
ま
り
で
、
論
評
に
値
し
な
い
と
、
沈
徳
潜
は
言
っ
て

い
る
。出

師
二
表
平
生
志　
　

出
師
の
二
表　

平
生
の
志

光
景
流
連
偶
自
嬉　
　

光
景
に
流
連
す
る
は
偶
た
ま
自
ら
嬉
ぶ

嘆
息
後
村
粗
作
序　
　

嘆
息
す　

後
村
は
粗
か
に
し
て
序
を
作
り

未
曾
解
讀
渭
南
詩　
　

未
だ
曾
て
渭
南
の
詩
を
解
き
讀
ま
ず
と

こ
れ
は
第
十
一
首
で
、
宋
代
の
陸
游
を
論
評
す
る
も
の
で
あ
る
。
陸
游
は
「
書
憤
」
の
尾

聯
に
「
出
師
一
表
真
名
世
，
千
載
誰
堪
伯
仲
間
（
出
師
の
一
表	

真
に
世
に
名
あ
り
、
千
載	

誰

か
堪
え
ん	

伯
仲
の
間
）」
と
詠
い
、
中
原
の
失
地
を
回
復
す
る
た
め
に
自
分
の
労
苦
を
顧
み
る

こ
と
な
く
、
全
力
を
尽
く
す
諸
葛
亮
に
対
し
て
崇
拝
極
ま
り
の
情
を
述
べ
て
い
る
。
沈
徳
潜

は
、
こ
れ
こ
そ
が
陸
游
の
「
平
生
の
志
」
で
あ
り
、
景
色
ば
か
り
描
い
た
作
品
は
陸
游
の
本
領

で
は
な
く
、
後
村
（
劉
克
荘
）
は
陸
游
の
詩
集
の
た
め
に
序
を
作
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
陸
游

の
詩
の
真
価
が
分
か
っ
て
い
な
い
、と
言
っ
て
い
る
。『
宋
金
三
家
詩
選
』
に
陸
游
の
詩
は
二
巻
、

合
わ
せ
て
二
〇
八
首
選
ば
れ
て
い
る
。

谷
音
一
巻
千
秋
業　
　

谷
音
の
一
巻　

千
秋
の
業　

思
逐
精
靈
入
窈
冥　
　

思
い　

精
霊
を
逐
い
て
窈
冥
に
入
る

字
字
遺
民
雙
眼
涙　
　

字
字　

遺
民
の
双
眼
の
涙

如
聞
麦
飯
哭
冬
青　
　

麦
飯　

冬
青
を
哭
す
る
を
聞
く
が
如
し

こ
れ
は
第
十
二
首
で
、
宋
の
遺
民
の
詩
を
論
評
す
る
も
の
で
あ
る
。『
谷
音
集
』
二
巻
は
、

元
代
の
杜
本
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
沈
徳
潜
は
「『
谷
音
』
は
皆
宋
の
遺
民
の
詩
で
あ
る
」

の
注
を
付
け
て
い
る
。
杜
本
が
こ
の
『
谷
音
集
』
を
編
集
し
た
の
は
実
に
不
滅
の
「
千
秋
業
」

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詩
を
読
む
と
、
思
い
は
忠
節
を
固
く
守
る
遺
民
た
ち
の
精
霊
を
追
っ
て

奥
深
い
境
地
に
入
り
、
一
文
字
一
文
字
、
一
句
一
句
に
遺
民
た
ち
の
涙
が
滲
ん
で
い
る
こ
と

を
感
じ
、
ま
る
で
厳
し
い
冬
に
臨
ん
で
も
青
々
と
茂
っ
て
い
る
女
貞
の
木
の
不
屈
な
精
神
を
讃

え
る
歌
を
聴
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
明
朝
の
最
後
の
永
明
王
朝
が
滅
び
て
僅
か
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四
十
三
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
年
に
作
ら
れ
た
。
明
の
遺
民
で
あ
る
祖
父
沈
欽
圻
の
影
響
を
少

な
か
ら
ず
受
け
た
沈
徳
潜
は
、
嘗
て
自
ら
明
朝
の
遺
民
の
詩
を
集
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。三
こ

の
詩
か
ら
沈
徳
潜
の
遺
民
へ
の
思
い
に
非
常
に
深
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

以
上
は
、「
論
詩
絶
句
」
の
基
本
的
内
容
で
あ
る
。「
論
詩
絶
句
」
に
論
評
さ
れ
た
詩
人
の
殆

ど
は
、
沈
徳
潜
の
そ
の
後
の
『
唐
詩
別
裁
集
』
や
『
宋
金
三
家
詩
選
』
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
高

い
位
置
を
占
め
て
い
る
。「
論
詩
絶
句
」
に
示
さ
れ
た
見
解
は
基
本
的
に
沈
徳
潜
の
詩
学
の
礎

と
成
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
三
、
唐
代
の
五
言
古
詩
に
つ
い
て
の
評
価

唐
代
の
五
言
古
詩
に
対
す
る
評
価
は
、
明
代
中
葉
の
李
攀
竜
（
一
五
一
四
︲
一
五
七
〇
）
以

来
、
詩
学
史
に
お
け
る
大
き
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
李
攀
竜
に
は
「
唐
無
五
言
古
詩
」
と
い

う
有
名
な
論
断
が
あ
る
。
彼
は
「
唐
詩
を
選
ぶ
序
」
で
「
唐
無
五
言
古
詩
而
有
其
古
詩
。
陳
子

昂
以
其
古
詩
為
古
詩
，
弗
取
也
。（
唐
に
五
言
古
詩
無
し
。
而
し
て
其
の
古
詩
有
り
。
陳
子
昂

其
の
古
詩
を
以
て
古
詩
と
為
す
も
、
取
ら
ざ
る
な
り
）」
と
言
っ
て
い
る
。四
こ
の
よ
う
な
認

識
の
下
で
、
李
攀
竜
が
編
集
し
た
と
さ
れ
て
い
る
『
唐
詩
選
』
に
は
、
唐
代
の
五
言
古
詩
は
わ

ず
か
十
四
首
し
か
収
め
て
お
ら
ず
、
所
収
詩
の
総
数
四
百
六
十
五
首
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。
李
攀
竜
と
王
世
貞
の
二
人
が
編
集
し
た
『
古
今
詩
刪
』
で
は
、
巻
十
か
ら
巻
十
一
ま

で
は
唐
代
の
詩
人
三
十
一
人
の
百
二
十
一
首
の
五
言
古
詩
を
収
め
て
い
る
が
、
陳
子
昂
の
八
首

の
う
ち
そ
の
代
表
作
と
さ
れ
る
「
感
遇
詩
」、李
白
の
十
首
の
う
ち
そ
の
復
古
の
代
表
作
「
古
風
」、

杜
甫
の
十
六
首
の
う
ち
の
「
三
吏
」「
三
別
」「
北
征
」
な
ど
の
作
品
は
、
い
ず
れ
も
収
め
ら
れ

て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
李
攀
竜
、
王
世
貞
は
古
詩
の
選
別
に
当
た
っ
て
漢
魏
時
代
の
古
詩
を
基

準
と
し
、
彼
ら
の
「
古
体
は
必
ず
漢
魏
」
を
模
範
と
す
る
詩
学
的
主
張
を
表
し
て
い
る
。
唐
代

の
五
言
古
詩
は
、
明
代
詩
壇
を
牛
耳
っ
た
「
前
後
七
子
」
か
ら
殆
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

清
代
に
降
っ
て
、
詩
壇
の
「
正
宗
」
と
推
さ
れ
た
王
士
禛
は
、
李
攀
竜
の
論
断
に
肯
定
的
態

度
を
示
し
て
い
る
。
弟
子
か
ら
「
李
攀
竜
の
こ
の
見
解
は
果
し
て
定
論
で
あ
る
か
」
と
い
う
質

問
を
さ
れ
た
と
き
、
王
士
禛
は
、「
滄
溟
先
生
論
五
言
，
謂
『
唐
無
五
言
古
詩
，
而
有
其
古
詩
。』

此
定
論
也
。
…
…
要
之
，唐
五
言
古
固
多
妙
緒
，較
諸
十
九
首
、陳
思
、陶
、謝
，自
然
区
別
。（
滄

溟
先
生
、
五
言
を
論
じ
て
謂
う
、『
唐
に
五
言
古
詩
無
し
。
而
し
て
其
の
古
詩
有
り
』
と
。
此

れ
定
論
な
り
。
…
…
之
を
要
す
る
に
、
唐
の
五
言
古
は
固
よ
り
妙
緒
多
け
れ
ど
、
諸
を
十
九
首
、

陳
思
、
陶
、
謝
に
較
べ
ば
、
自
然
と
区
別
あ
り
）」
と
即
答
し
た
。五
こ
の
よ
う
な
認
識
に
基

づ
い
て
、
王
士
禛
は
『
古
詩
選
』
を
編
集
し
た
と
き
、
漢
代
の
五
言
古
詩
に
お
い
て
は
全
て
採

録
し
、魏
晋
以
下
に
お
い
て
は
し
だ
い
に
厳
し
く
す
る
も
、や
は
り
積
極
的
に
採
録
し
、斉
・
梁
・

陳
・
隋
に
お
い
て
も
そ
の
作
者
を
排
除
し
て
い
な
い
が
、
唐
に
お
い
て
は
僅
か
陳
子
昂
、
張
九
齢
、

李
白
、
韋
応
物
、
柳
宗
元
の
五
人
の
詩
し
か
取
っ
て
い
な
い
。六
明
ら
か
に
、
王
士
禛
は
李
攀

竜
と
同
じ
よ
う
に
漢
魏
の
古
詩
を
基
準
と
し
、
唐
の
五
言
古
詩
に
「
妙
緒
」
が
多
く
あ
る
こ
と

を
認
め
な
が
ら
も
、
や
は
り
漢
魏
の
古
詩
と
異
な
る
唐
代
の
五
言
古
詩
を
『
古
詩
選
』
の
外
に

排
除
し
て
し
ま
っ
た
。
陳
子
昂
ら
五
人
の
古
詩
を
取
っ
た
の
も
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
漢
魏
の
古

詩
の
基
準
に
合
う
と
認
め
て
い
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
唐
代
の
五
言
古
詩
は
、
王
士

禛
が
盟
主
を
務
め
た
清
代
初
期
の
詩
壇
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
有
る
べ
き
評
価
を
与
え
て
い

な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

王
士
禛
と
ほ
と
ん
ど
同
時
代
の
葉
燮
は
、
李
攀
竜
の
こ
の
論
断
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。

葉
燮
は
そ
の
『
原
詩
』
で
次
の
よ
う
に
李
攀
竜
に
反
論
し
て
い
る
。「
李
攀
龍
謂
唐
無
古
詩
，又

謂
陳
子
昂
以
其
古
詩
為
古
詩
，
弗
取
也
。
…
…
盛
唐
諸
詩
人
，
惟
能
不
為
建
安
之
古
詩
，
吾
乃

謂
唐
有
古
詩
，
正
惟
子
昂
能
自
為
古
詩
，
所
以
為
子
昂
之
詩
耳
。（
李
攀
竜
謂
う
、
唐
に
古
詩

無
し
と
。
又
謂
う
、
陳
子
昂
其
の
古
詩
を
以
て
古
詩
と
為
す
も
、
取
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
盛
唐

の
諸
詩
人
、
惟
だ
能
く
建
安
の
古
詩
を
為
ら
ざ
る
の
み
に
し
て
、
吾
乃
ち
唐
に
古
詩
有
り
と
謂

う
。
正
に
惟
だ
子
昂
、
能
く
自
ら
古
詩
を
為
り
て
、
子
昂
の
詩
為
る
所
以
な
る
の
み
）」
と
。七	

つ
ま
り
、
葉
燮
は
、
唐
の
五
言
古
詩
は
漢
や
魏
の
古
詩
と
異
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
唐
代
の
古

詩
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
李
攀
竜
や
王
士
禛
と
違
っ
て
、
漢
や
魏
の
古
詩
の

基
準
を
以
て
唐
の
五
言
古
詩
の
存
在
価
値
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
な
評
価
を
与
え

て
い
る
。

沈
徳
潜
は
二
十
六
歳
か
ら
三
十
一
歳
ま
で
葉
燮
に
従
っ
て
詩
の
こ
と
を
学
ん
で
い
た
。「
論
詩

絶
句
」
の
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
五
首
で
は
、
特
に
陳
子
昂
、
李
白
、
杜
甫
、
韋
応
物
、
柳

宗
元
ら
の
五
言
古
詩
を
高
く
評
価
し
、『
唐
詩
別
裁
集
』
に
お
い
て
も
陳
子
昂
の
五
言
古
詩
二
十

首
、
李
白
三
十
八
首
、
杜
甫
五
十
一
首
、
韋
応
物
四
十
六
首
、
柳
宗
元
十
七
首
を
採
っ
て
い
る
。

し
か
も
「
初
訂
本
」
と
「
重
訂
本
」
に
お
け
る
五
言
古
詩
の
収
録
割
合
も
少
な
く
な
い
。八	

こ
れ
は
彼
の
師
で
あ
る
葉
燮
の
詩
学
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
沈

徳
潜
は
、陳
子
昂
を
評
し
て
「
追
建
安
之
風
骨
，變
齊
梁
之
綺
靡
，寄
興
無
端
，別
有
天
地
。（
建

安
の
風
骨
を
追
っ
て
、
斉
梁
の
綺
靡
を
変
じ
、
興
を
寄
す
る
に
端
無
く
、
別
に
天
地
有
り
）」九	

と
言
い
、
李
白
を
評
し
て
「
太
白
詩
縦
横
馳
驟
，
獨
古
風
二
巻
不
矜
才
，
不
使
氣
，
原
本
阮
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公
，
風
格
俊
上
。（
太
白
の
詩
、
縦
横
馳
驟
、
独
り
古
風
の
二
巻
、
才
を
矜
ら
ず
、
気
を
使
わ
ず
、

阮
公
に
原
本
し
、
風
格
俊
上
た
り
）」一
〇

と
言
い
、
王
維
、
孟
浩
然
、
儲
光
羲
、
韋
応
物
、
柳

宗
元
を
評
し
て
「
陶
詩
胸
次
浩
然
，
其
中
有
一
段
淵
深
樸
茂
不
可
到
處
。
唐
人
祖
述
者
，
王
右

丞
有
其
清
腴
，
孟
山
人
有
其
閑
遠
，
儲
太
祝
有
其
樸
實
，
韋
左
司
有
其
沖
和
，
柳
儀
曹
有
其
峻

潔
，
皆
學
焉
而
得
其
性
之
所
近
。（
陶
の
詩
、
胸
次
浩
然
た
り
、
其
の
中
に
一
段
の
淵
深
樸
茂

に
し
て
到
る
可
か
ら
ざ
る
処
有
り
。
唐
人
の
祖
述
す
る
者
、
王
右
丞
は
其
の
清
腴
有
り
、
孟
山

人
は
其
の
閑
遠
有
り
、
儲
太
祝
は
其
の
樸
實
有
り
、
韋
左
司
は
其
の
沖
和
有
り
、
柳
儀
曹
は
其

の
峻
潔
有
り
、皆
焉
を
学
び
て
其
の
性
の
近
き
所
を
得
）」一
一

と
言
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
追

建
安
之
風
骨
」、「
原
本
阮
公
」、
王
、
孟
、
儲
、
韋
、
柳
が
陶
淵
明
の
「
清
腴
」「
閑
遠
」「
樸
實
」

「
沖
和
」「
峻
潔
」
を
得
て
い
る
云
々
は
、い
ず
れ
も
詩
の
史
的
発
展
に
お
け
る
「
源
」
と
「
流
」

の
継
承
関
係
と
い
っ
た
視
点
か
ら
唐
の
五
言
古
詩
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
沈
徳
潜
は
、
唐

代
の
五
言
古
詩
と
漢
魏
の
古
詩
と
の
違
い
を
認
め
る
と
同
時
に
、
前
者
が
後
者
の
流
れ
を
受
け

継
い
だ
文
学
史
的
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
文
学
の
発
展
に
お
け
る
「
源
」
と

「
流
」の
関
係
を
重
視
す
る
葉
燮
の
詩
学
思
想
を
応
用
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

沈
徳
潜
は
明
代
の
李
攀
竜
以
来
ず
っ
と
論
争
に
な
っ
て
い
た
唐
代
の
五
言
古
詩
に
対
す
る
評
価

の
問
題
を
適
切
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
唐
代
の
五
言
古

詩
に
つ
い
て
の
見
方
は
、
三
十
二
歳
で
こ
の
「
論
詩
絶
句
」
を
作
っ
た
時
に
す
で
に
形
成
さ
れ

て
い
た
と
言
え
よ
う
。

四
、
李
杜
推
賞
と
王
孟
の
取
り
入
れ

「
論
詩
絶
句
」
の
中
で
、
李
白
・
杜
甫
・
韓
愈
・
蘇
軾
と
王
維
・
孟
浩
然
・
韋
応
物
・
柳
宗

元
と
い
っ
た
二
組
の
詩
人
の
名
前
を
同
時
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
は
、
清
代
の
詩
学
的
発

展
史
に
お
け
る
重
大
の
問
題
が
そ
こ
に
潜
ん
で
い
る
。

李
白
・
杜
甫
・
韓
愈
・
蘇
軾
は
葉
燮
が
最
も
推
賞
し
た
詩
人
で
あ
る
。沈
徳
潜
も『
唐
詩
別
裁
集
』

や
『
宋
金
三
家
詩
選
』
に
お
い
て
、
師
で
あ
る
葉
燮
と
同
じ
よ
う
に
李
杜
韓
蘇
の
詩
を
推
賞
し

て
い
る
。
然
し
な
が
ら
、
沈
徳
潜
の
前
の
詩
壇
領
袖
で
あ
る
王
士
禛
は
、「
神
韻
説
」
を
提
唱
し
、

詩
を
学
ぶ
者
に
王
孟
韋
柳
（
王
維
・
孟
浩
然
・
韋
応
物
・
柳
宗
元
）
の
詩
を
手
本
と
し
て
示
し
、

李
白
や
杜
甫
を
排
除
し
た
。
こ
う
し
た
詩
学
的
主
張
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
王
士
禛

が
康
煕
二
十
七
年
（
一
六
八
八
）
に
編
集
し
た
『
唐
賢
三
昧
集
』
で
あ
る
。（
以
下
、『
三
昧
集
』

と
呼
ぶ
）
こ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
上
、
中
、
下
の
三
巻
に
分
け
ら
れ
、
王
維
を
初
め
と
す
る
盛

唐
の
詩
人
四
十
二
人
、
詩
四
百
四
十
八
首
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、
李
白
と
杜
甫
の
名
前
は
な
い
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
王
士
禛
は
「
李
、
杜
の
二
公
を
録
せ
ざ
る
者
は
、
王
介
甫
の
『
百
家
』

の
例
に
仿
う
な
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。一
二

こ
の
説
明
は
王
士
禛
の
弟
子
翁
方
剛
に
指
摘
さ

れ
た
よ
う
に
「
言
い
訳
」
に
過
ぎ
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
、
王
士
禛
は
そ
の
「
神
韻
説
」
に
基
づ

い
て
、「
詩
品
」、「
詩
体
」、
詩
の
「
正
変
」
の
視
点
か
ら
李
杜
の
詩
を
排
斥
し
、
王
孟
韋
柳
の

詩
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
拙
論
「
融
和
へ
向
か
う
清
代
詩

学
に
つ
い
て
―
王
士
禛
か
ら
沈
徳
潜
へ
」（『
電
気
通
信
大
学
紀
要
』
第
二
二
巻
第
一
号
）
に
論

じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
る
こ
と
に
留
ま
り
た
い
。

「
詩
品
」
の
高
下
に
つ
い
て
、
王
士
禛
は
か
つ
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。「
司
空

表
聖
作
『
詩
品
』，凡
二
十
四
。
有
謂
「
冲
澹
」
者
，…
…
有
謂
「
自
然
」
者
，…
…
有
謂
「
清
奇
」
者
，

…
…
是
品
之
最
上
者
。（
司
空
表
聖
、『
詩
品
』
を
作
り
、凡
そ
二
十
四
。「
沖
澹
」
と
謂
う
者
有
り
、

…
…
「
自
然
」
と
謂
う
者
有
り
、
…
…
「
清
奇
」
と
謂
う
者
有
り
、
…
…
是
れ
品
の
最
上
な
る

者
な
り
）」
と
。一
三

つ
ま
り
、
王
士
禛
は
「
沖
澹
」「
自
然
」「
清
奇
」
の
三
詩
品
を
司
空
図
の

言
う「
二
十
四
の
詩
品
」の
中
で
最
上
の
詩
品
と
し
て
見
て
い
る
。こ
の
三
詩
品
は
そ
れ
ぞ
れ『
詩

品
』
の
第
二
、
第
十
と
第
十
六
に
見
え
る
。
郭
紹
虞
の
『
詩
品
集
解
』
で
は
「
沖
淡
」
の
品
に

つ
い
て
「
皋
解
」
を
引
い
て
言
う
、「
此
格
陶
元
亮
居
其
最
。
唐
人
如
王
維
、
儲
光
羲
、
韋
應
物
、

柳
宗
元
亦
為
近
之
。（
此
の
格
、
陶
元
亮
其
の
最
に
居
る
。
唐
人
の
王
維
・
儲
光
羲
・
韋
応
物
・

柳
宗
元
の
如
き
も
亦
た
之
に
近
し
と
為
す
）」
と
。一
四

ま
た
、
配
列
第
一
の
「
雄
渾
」
の
品
に

お
い
て
同
じ
「
皋
解
」
を
引
い
て
言
う
、「
此
非
有
大
才
力
大
學
問
不
能
，
文
中
惟
莊
馬
，
詩

中
惟
李
杜
，
足
以
當
之
。（
此
れ
大
才
力
大
学
問
有
る
に
非
ざ
れ
ば
能
わ
ず
、
文
中
に
て
は
惟

だ
荘
馬
の
み
、詩
中
に
て
は
惟
だ
李
杜
の
み
、以
て
之
に
当
た
る
に
足
る
）」
と
。一
五

王
士
禛
は
、

李
杜
の
詩
風
に
ふ
さ
わ
し
い
「
雄
渾
」
を
採
ら
ず
し
て
王
孟
韋
柳
の
詩
風
に
ぴ
っ
た
り
な
「
沖

淡
」、「
自
然
」、「
清
奇
」
を
採
り
、
し
か
も
こ
の
三
つ
の
詩
品
の
ほ
う
が
「
雄
渾
」
よ
り
も
上

で
、
詩
の
最
高
の
品
格
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
王
士
禛
が
李
杜
の
詩
を
『
三
昧
集
』

の
外
に
排
除
し
た
の
は
彼
の
詩
品
に
つ
い
て
見
解
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
三
昧
集
』
に
李
杜
の
詩
を
収
め
な
い
理
由
に
は
ま
た
王
士
禛
の
「
詩
体
」
に
つ
い
て
の
考

え
方
が
働
い
て
い
る
。
王
士
禛
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
作
古
詩
須
先
辨
體
。
…
…
譬
如
衣
服
，

錦
則
全
體
皆
錦
，
布
則
全
體
皆
布
，
無
半
錦
半
布
之
理
。
…
…
又
嘗
論
五
言
，『
感
興
宜
阮
陳
，

山
水
閒
適
宜
王
韋
，
亂
離
行
役
，
鋪
張
叙
述
宜
老
杜
，
未
可
限
以
一
格
。』（
古
詩
を
作
る
は

須
ら
く
先
に
体
を
辨
ず
べ
し
。
…
…
譬
う
れ
ば
衣
服
の
如
し
、
錦
な
れ
ば
則
ち
全
体
皆
錦
な

り
、
布
な
れ
ば
則
ち
全
体
皆
布
な
り
、
半
錦
半
布
の
理
無
し
。
…
…
又
嘗
て
五
言
を
論
ず
、『
感

興
は
阮
陳
を
宜
し
と
し
、
山
水
閒
適
は
王
韋
を
宜
し
と
し
、
乱
離
行
役
、
鋪
張
叙
述
は
老
杜
を
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宜
し
と
し
、
未
だ
一
格
を
以
て
限
る
可
か
ら
ず
』」
と
。一
六

こ
の
発
言
に
は
次
の
三
重
の
意
味

が
あ
る
。
一
は
、
詩
を
作
る
に
当
た
っ
て
、
先
ず
詩
の
「
体
」（
時
代
や
詩
人
の
独
自
の
詩
風
）

を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
二
は
、異
な
る
「
詩
体
」
を
混
合
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
。

三
は
、「
山
水
閒
適
」
の
詩
は
、
陶
淵
明
や
王
維
、
韋
応
物
ら
の
詩
を
手
本
に
す
れ
ば
宜
し
く
、

「
乱
離
行
役
」、「
鋪
張
叙
述
」
の
詩
は
、
杜
甫
の
詩
を
手
本
に
す
れ
ば
宜
し
い
こ
と
。『
三
昧
集
』

の
趣
旨
は
、
詩
を
学
ぶ
者
に
王
維
や
孟
浩
然
の
「
山
水
閒
適
」
の
「
体
」
を
唱
え
る
と
こ
ろ
に

あ
る
の
だ
か
ら
、
異
な
る
「
詩
体
」
を
混
合
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
原
則
に
基
づ
け
ば
、「
乱

離
行
役
」、「
鋪
張
叙
述
」
を
得
意
と
し
た
杜
甫
の
詩
を
取
ら
な
い
の
は
当
然
の
結
果
に
な
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
王
士
禛
は
、
詩
体
の
角
度
か
ら
杜
甫
ら
の
詩
を
『
三
昧
集
』
の
外

に
退
け
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
三
昧
集
』
に
李
杜
ら
の
詩
を
選
ば
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
詩
の
「
正
変
」
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
王
士
禛
は
唐
代
の
五
言
古
詩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。「
唐
五

言
詩
，
開
元
、
天
寶
間
，
大
匠
同
時
竝
出
。
王
右
丞
而
下
，
如
孟
浩
然
、
王
昌
齡
、
岑
参
、
常
建
、

劉
眘
虚
、
李
頎
、
綦
母
潜
、
祖
詠
、
盧
象
、
陶
翰
，
之
數
公
者
，
皆
與
摩
詰
相
頡
頏
。
…
…
杜

甫
沈
鬱
，多
出
變
調
。李
白
、韋
應
物
超
然
復
古
。然
李
詩
有
古
調
，有
唐
調
，要
須
分
別
觀
之
。（
唐

の
五
言
詩
、
開
元
・
天
宝
の
間
、
大
匠
同
時
に
竝
び
出
づ
。
王
右
丞
よ
り
下
、
孟
浩
然
・
王
昌
齢
・

岑
参
・
常
建
・
劉
眘
虚
・
李
頎
・
綦
母
潜
・
盧
象
・
陶
翰
の
如
き
の
数
公
の
者
は
、
皆
摩
詰
と

相
頡
頏
す
。
…
…
杜
甫
、
沈
鬱
た
り
て
、
多
く
変
調
を
出
す
。
李
白
・
韋
応
物
超
然
と
し
て
復

古
す
。然
れ
ど
も
李
の
詩
古
調
有
り
、唐
調
有
り
、要
す
る
に
須
ら
く
分
別
し
て
之
を
観
る
べ
し
」

と
。一
七

王
士
禛
は
こ
こ
で「
変
調
」「
古
調
」「
唐
調
」と
い
う
三
つ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。「
古

調
」
と
は
つ
ま
り
李
攀
竜
や
王
士
禛
が
古
詩
を
選
別
す
る
と
き
に
基
準
と
し
た
漢
魏
の
古
詩
を

指
す
。
こ
れ
に
対
し
て
「
唐
調
」
と
は
つ
ま
り
李
攀
竜
に
「
弗
取
」
と
さ
れ
た
陳
子
昂
ら
の
唐

代
の
五
言
古
詩
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
杜
甫
の
五
言
古
詩
の
「
変
調
」
と
は
、
そ
の
「
沈
鬱

頓
挫
」
の
風
格
で
、漢
魏
古
詩
の
「
古
調
」
に
対
し
て
も
、陳
子
昂
ら
の
「
唐
調
」
に
対
し
て
も
、

ま
っ
た
く
変
わ
っ
た
「
調
子
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
王
士
禛
の
言
う

王
維
以
下
の
「
數
公
」
の
名
前
は
、
み
な
『
三
昧
集
』
に
見
ら
れ
る
が
、「
多
く
変
調
を
出
す
」

杜
甫
、
ま
た
「
唐
調
」
も
あ
る
李
白
の
名
前
は
そ
こ
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
言
い
換
え

れ
ば
、『
三
昧
集
』
に
選
ば
れ
た
王
維
ら
の
詩
は
み
な
漢
魏
古
詩
の
「
古
調
」
或
い
は
「
正
声
」

で
あ
る
。
そ
し
て
、
杜
甫
は
「
変
調
」
で
、
李
白
は
「
唐
調
」
も
あ
る
の
で
、
排
除
さ
れ
た
わ

け
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
王
士
禛
は
詩
の
「
正
変
」
の
角
度
か
ら
、
杜
甫
ら
の
詩
を
『
三
昧
集
』

の
外
に
退
け
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
李
杜
の
詩
を
『
三
昧
集
』
の
外
に
退
け
た
の
は
王
安
石
の
『
唐
百
家
詩
選
』
の

前
例
に
倣
っ
た
の
で
は
な
く
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
「
詩
品
」、「
詩
体
」、
詩
の
「
正
変
」
に
つ

い
て
の
王
士
禛
の
詩
学
基
準
に
基
づ
い
た
結
果
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

詩
壇
盟
主
王
士
禛
が
王
孟
韋
柳
の「
山
水
閑
適
」「
沖
和
淡
遠
」の
詩
を
推
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
詩
人
た
ち
は
現
実
か
ら
目
を
そ
む
け
、
自
然
山
水
に
陶
酔
し
、「
吟
風
弄
月
」
の
詩
を
作

り
、
詩
歌
発
展
の
方
向
を
『
詩
経
』
以
来
の
中
国
古
典
詩
歌
の
現
実
主
義
の
伝
統
か
ら
大
き
く

転
換
さ
せ
た
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
晩
年
の
王
士
禛
は
、「
神
韻
説
」
に
よ
っ
て
詩
壇
に

も
た
ら
し
た
弊
害
を
自
覚
し
た
よ
う
で
、「
雄
渾
」
や
「
豪
健
」
の
風
格
を
以
て
救
済
策
を
講

じ
よ
う
と
し
て
い
た
。
彼
は
「
跋
陳
説
巖
太
宰
丁
丑
詩
巻
」
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
自

昔
稱
詩
者
，
尚
雄
渾
則
鮮
風
調
，
擅
神
韻
則
乏
豪
健
，
二
者
交
譏
。
唯
今
太
宰
説
巖
先
生
之

詩
，
能
去
其
二
短
，
而
兼
其
兩
長
。（
昔
自
り
詩
を
称
す
る
者
、
雄
渾
を
尚
べ
ば
則
ち
風
調
鮮
く
、

神
韻
を
擅
に
す
れ
ば
則
ち
豪
健
乏
し
く
、
二
者
交
譏
す
。
唯
だ
今
太
宰
説
巌
先
生
の
詩
の
み
は
、

能
く
其
の
二
短
を
去
り
、
其
の
両
長
を
兼
ぬ
）
と
。一
八

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
士
禛
は
か

つ
て
「
詩
体
」
に
つ
い
て
「
錦
な
れ
ば
則
ち
全
体
皆
錦
な
り
、
布
な
れ
ば
則
ち
全
体
皆
布
な
り
、

半
錦
半
布
の
理
無
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
異
な
る
詩
体
を
混
同
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
考
え

方
を
以
て
、「
雄
渾
豪
健
」
の
李
杜
の
詩
を
『
唐
賢
人
三
昧
集
』
の
外
に
退
け
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
跋
文
に
お
い
て
は
、
太
宰
説
巌
先
生
が
「
雄
渾
」
と
「
神
韻
」
の
も
た
ら
す
短

所
を
取
除
き
、
長
所
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
、
王
士
禛
は
異
な

る
「
神
韻
風
調
」
と
「
雄
渾
豪
健
」
の
詩
体
を
融
合
し
よ
う
と
し
、「
詩
体
」
に
つ
い
て
の
考

え
方
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
漁
洋
山
人
自
撰
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、「
跋
陳
説

巌
太
宰
丁
丑
詩
巻
」
は
康
煕
三
十
四
年
乙
亥
か
ら
四
十
三
年
甲
申
（
七
十
一
歳
）
ま
で
の
雑
文

を
収
録
し
た
『
蚕
尾
続
文
』
に
見
え
る
か
ら
、『
三
昧
集
』（
康
煕
二
十
七
年
戊
辰
）
を
世
に
問

う
た
数
年
後
に
書
か
れ
た
も
の
に
な
る
。
つ
ま
り
、『
三
昧
集
』
の
編
纂
時
に
お
い
て
は
こ
の

よ
う
な
考
え
方
が
ま
だ
な
く
、
晩
年
に
「
神
韻
説
」
の
弊
害
を
認
識
し
、「
雄
渾
豪
健
」
を
以

て
救
お
う
と
し
た
考
え
方
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

王
士
禛
は
杜
甫
の
詩
を
好
ま
な
い
が
、
沈
徳
潜
の
師
で
あ
る
葉
燮
は
最
も
杜
甫
を
推
賞
し
て

い
る
。
彼
は
杜
甫
の
詩
に
つ
い
て
、「
杜
甫
之
詩
、包
源
流
、綜
正
変
。（
杜
甫
の
詩
、源
流
を
包
み
、

正
変
を
綜
す
。）」
と
言
い
、
ま
た
「
千
古
の
詩
人
、
杜
甫
を
推
す
」
と
称
え
て
い
る
。一
九

沈

徳
潜
は
師
の
説
を
受
け
継
ぎ
、杜
甫
の
五
言
古
詩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。「
蘇

李
十
九
首
以
後
，
五
言
所
貴
大
率
優
柔
善
入
，
婉
而
多
風
。
少
陵
材
力
標
擧
，
篇
幅
恢
張
，
從

横
揮
霍
，
詩
品
又
一
變
也
。
要
其
為
國
愛
君
，
感
時
傷
亂
，
憂
黎
元
，
希
稷
契
，
生
平
種
種
抱

負
無
不
流
露
於
楮
墨
中
。
詩
之
變
，
情
之
正
者
也
。（
蘇
李
、
十
九
首
以
後
、
五
言
の
貴
ぶ
所

は
大
率
優
柔
善
入
、
婉
に
し
て
風
多
し
。
少
陵
は
材
力
標
挙
、
篇
幅
恢
張
、
従
（
縦
）
横
揮
霍
、
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詩
品
又
一
変
せ
り
。
要
す
る
に
其
国
の
為
に
し
て
君
を
愛
し
、
時
に
感
じ
て
乱
を
傷
み
、
黎
元

を
憂
え
、
稷
契
を
希
い
、
生
平
の
種
々
の
抱
負
、
楮
墨
の
中
に
流
露
せ
ざ
る
な
し
。
詩
の
変
な

れ
ど
も
、
情
の
正
た
る
者
な
り
）」
と
。二
〇

沈
徳
潜
は
、
杜
甫
の
詩
に
そ
の
詩
品
の
「
変
」
を

認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
詩
情
の
「
正
」
を
よ
り
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
王
士
禛
の
視
点
と

全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、｢

初
刻
本｣

を
改
訂
し
た
際
に
書
い
た
「
重
訂
唐

詩
別
裁
集
序
」
で
次
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
表
明
さ
れ
て
い
る
。「
新
城
王
阮
亭
尚
書
選
唐
賢

三
昧
集
，
取
司
空
表
聖
不
著
一
字
，
盡
得
風
流
，
厳
滄
浪
羚
羊
掛
角
，
無
迹
可
求
之
意
，
蓋
味

在
鹽
酸
外
也
。
而
於
杜
少
陵
所
云
鯨
魚
碧
海
，
韓
昌
黎
所
云
巨
刃
摩
天
者
或
未
之
及
。
余
因
取

杜
韓
語
意
，
定
唐
詩
別
裁
，
而
新
城
所
取
亦
兼
及
焉
。（
新
城
の
王
阮
亭
尚
書
、『
三
昧
集
』
を

選
ぶ
に
、
司
空
表
聖
の
『
一
字
を
著
け
ず
、
尽
く
風
流
を
得
』、
厳
滄
浪
の
『
羚
羊
角
を
掛
け
て
、

迹
は
求
む
可
き
無
し
』
の
意
を
取
る
。
蓋
し
『
味
は
塩
酸
の
外
に
在
る
な
り
』。
而
し
て
、
杜

少
陵
が
云
う
所
の
『
鯨
魚
碧
海
』、
韓
昌
黎
が
云
う
所
の
『
巨
刃
天
を
摩
す
』
者
、
或
い
は
未

だ
之
に
及
ば
ず
。
余
、
因
り
て
杜
韓
の
語
意
を
取
り
て
、『
唐
詩
別
裁
』
を
定
め
て
新
城
が
取

る
所
も
亦
た
兼
ね
及
ぶ
な
り
）」
と
。
沈
徳
潜
は
、
王
士
禛
と
違
っ
て
「
雄
渾
豪
健
」
の
李
杜

の
詩
を
推
賞
し
な
が
ら
も
、「
風
調
神
韻
」
の
王
孟
韋
柳
の
詩
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。「
新
城

が
取
る
所
も
亦
た
兼
ね
及
ぶ
な
り
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、「
初
刻
本
」
に
お
い
て
も
「
重
訂
本
」

に
お
い
て
も
、
杜
甫
は
一
位
、
李
白
は
二
位
に
対
し
て
、
王
維
は
三
位
、
韋
応
物
は
四
位
と
な
っ

て
い
る
。

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
沈
徳
潜
の
こ
う
し
た
見
解
は
彼
が
三
十
二
歳
の
時
に
書

い
た
「
論
詩
絶
句
」
で
す
で
に
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
わ
か
る

よ
う
に
、
王
士
禛
晩
年
の
「
雄
渾
豪
健
」
と
「
風
調
神
韻
」
を
融
合
し
よ
う
と
す
る
詩
学
的
考

え
方
を
受
け
継
い
だ
の
は
他
で
も
な
く
、
沈
徳
潜
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
王
士
禛
の
「
神
韻
説
」

の
後
に
沈
徳
潜
の
李
杜
提
唱
の
詩
論
が
詩
壇
の
主
流
に
な
っ
た
の
は
、
清
代
詩
学
発
展
の
必
然

と
言
え
よ
う
。

五
、
唐
詩
の
「
宗
法
」
と
宋
詩
の
「
怡
情
」

初
心
者
が
作
詩
を
学
ぶ
に
当
た
っ
て
、
唐
詩
を
手
本
に
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
宋
詩
を
手
本

に
す
べ
き
か
、
こ
れ
も
詩
学
史
上
、
特
に
明
代
の
「
前
後
七
子
」
以
来
の
古
い
問
題
で
あ
る
。

前
後
七
子
は
「
詩
は
必
ず
盛
唐
」
と
主
張
す
る
。「
公
安
派
」
は
七
子
の
主
張
に
真
っ
向
か
ら

反
対
し
て
、「
唐
に
詩
無
し
」、「
詩
文
は
宗
元
の
諸
大
家
に
在
り
」二
一

と
唱
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
こ
の
問
題
に
お
け
る
明
代
の
諸
詩
派
の
考
え
方
は
非
常
に
極
端
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

清
代
に
入
る
と
、「
開
国
の
宗
匠
」
と
称
さ
れ
る
王
士
禛
は
明
確
に
「
唐
有
詩
，不
必
建
安
黄
初
也
。

元
和
以
後
有
詩
，
不
必
神
龍
開
元
也
。
北
宋
有
詩
，
不
必
李
杜
高
岑
也
。（
唐
に
詩
有
り
、
建
安
、

黄
初
を
必
と
せ
ざ
る
な
り
。
元
和
以
後
も
詩
有
り
、
神
龍
、
開
元
を
必
と
せ
ざ
る
な
り
。
北
宋

も
詩
有
り
、
李
杜
高
岑
を
必
と
せ
ざ
る
な
り
）」二
二

と
述
べ
て
い
る
。
七
子
の
「
必
」
か
ら
王

士
禛
の
「
不
必
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
清
代
の
詩
学
が
こ
の
問
題
に
お
い
て
す
で

に
対
立
か
ら
融
合
へ
と
変
化
し
て
い
く
趨
勢
が
見
ら
れ
る
。

「
開
国
の
宗
匠
」
で
あ
る
王
士
禛
が
唐
詩
と
宋
詩
を
対
立
さ
せ
ず
、
宋
詩
を
も
学
ぶ
対
象
と

し
た
考
え
方
は
非
の
打
ち
所
が
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
彼
の
同
僚
、
詩
友
、
弟
子
、
例
え
ば
汪

琬
、
宋
犖
、
汪
懋
麟
ら
は
み
な
宋
元
詩
の
推
賞
者
で
あ
る
。
宋
犖
の
友
人
呉
之
振
は
『
宋
詩
鈔
』

一
百
巻
を
編
集
し
、
王
士
禛
の
弟
子
顧
嗣
立
は
『
元
詩
選
』
一
百
十
一
巻
を
刊
行
し
て
い
る
。

王
士
禛
と
そ
の
周
り
の
人
た
ち
が
宋
元
の
詩
を
鼓
吹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詩
壇
で
宋
元
詩
を

学
ぶ
風
潮
が
次
第
に
盛
ん
に
な
り
、
逆
に
漢
や
魏
、
唐
の
詩
を
顧
み
る
こ
と
も
し
な
い
状
況
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
葉
燮
の
『
原
詩
』
内
編
巻
二
に
は
「
學
詩

者
…
…
從
事
於
宋
元
、
近
代
，
而
置
漢
、
魏
、
唐
人
之
詩
而
不
問
。（
詩
を
学
ぶ
者
は
…
…
宋
元
、

近
代
に
従
事
し
て
、
漢
、
魏
、
唐
人
の
詩
を
置
い
て
問
わ
ず
）」
と
い
う
言
及
が
あ
る
。
ま
た
、

沈
徳
潜
も
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。「
徳
潜
於
束
髪
後
即
喜
鈔
唐
人
詩
集
，
時
競
尚
宋
元
，

適
相
笑
也
。（
德
潜
は
束
髪
後
、
即
ち
喜
び
て
唐
人
の
詩
集
を
鈔
す
。
時
競
い
て
宋
元
を
尚
び
、

適
々
相
笑
う
な
り
）」
と
。二
三

ま
た
、「
相
沿
既
久
，
家
務
觀
而
戸
致
能
。
…
…
甚
至
譏
誚
他
人
，

則
曰
此
漢
魏
，
此
盛
唐
。
耳
食
之
徒
，
有
以
老
杜
為
戒
者
。（
相
沿
う
こ
と
既
に
久
し
く
し
て
、

務
観
を
家
と
し
致
能
を
戸
と
す
。
…
…
甚
だ
し
き
に
至
り
て
は
他
人
を
譏
誚
し
て
、
則
ち
曰
わ

く
、
此
れ
漢
魏
、
此
れ
盛
唐
と
。
耳
食
の
徒
は
、
老
杜
を
以
て
戒
め
を
為
す
者
有
り
）」
と
述

べ
て
い
る
。二
四

こ
う
し
た
行
き
過
ぎ
た
詩
風
の
変
化
に
直
面
し
て
、
王
士
禛
も
「
二
十
年
來
，

海
内
賢
知
之
流
，
矯
枉
過
正
，
或
乃
欲
祖
宋
而
祧
唐
，
…
…
江
河
日
下
，
滔
滔
不
返
，
有
識
者

惧
焉
。（
二
十
年
來
、
海
内
の
賢
知
の
流
、
枉
を
矯
め
て
正
に
過
ぎ
、
或
い
は
乃
ち
宋
を
祖
と

し
て
唐
を
祧
せ
ん
と
欲
し
、
…
…
江
河
日
に
下
り
、
滔
滔
と
し
て
返
ら
ず
、
識
有
る
者
は
焉
を

惧
る
）」二
五

と
危
惧
を
表
明
し
た
上
で
、「
以
太
音
希
聲
，
藥
淫
哇
錮
習
，『
唐
賢
三
昧
』
之
選
，

所
謂
乃
造
平
淡
時
也
。（
太
音
希
声
を
以
て
、
淫
哇
錮
習
を
薬
し
、『
唐
賢
三
昧
』
の
選
、
所
謂

乃
ち
平
淡
に
造
る
時
な
り
）」二
六

の
よ
う
に
、「
太
音
希
声
」
で
あ
る
『
三
昧
集
』
を
刊
行
す

る
こ
と
で
、
詩
壇
に
氾
濫
し
て
い
る
宋
元
詩
一
辺
倒
と
い
っ
た
弊
害
を
取
り
除
こ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

若
い
こ
ろ
か
ら
唐
詩
の
み
な
ら
ず
宋
詩
も
学
ぶ
手
本
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
し
て
自
ら
実
践
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を
し
て
き
た
王
士
禛
は
、五
十
五
歳
の
時
に
盛
唐
詩
一
辺
倒
の
『
三
昧
集
』
を
世
に
出
す
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
詩
学
的
実
践
を
自
ら
否
定
し
て
し
ま
う
形
と
な
っ
た
。『
三
昧
集
』
で
は
、
宋
元

の
詩
ど
こ
ろ
か
、
初
唐
や
中
唐
、
晩
唐
の
詩
も
退
け
、
盛
唐
の
詩
し
か
採
ら
ず
、
そ
し
て
盛
唐

に
お
い
て
も
李
白
や
杜
甫
の
詩
を
排
除
し
、
王
維
や
孟
浩
然
ら
を
代
表
と
す
る
盛
唐
の
詩
だ
け

採
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
宋
元
詩
を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
を
う
ま
く
解
決
し
て
い

な
い
だ
け
で
な
く
、
唐
詩
を
い
か
に
把
握
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
も
適
切
に
解
決
し
て
い
な
い

と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
王
士
禛
の
後
の
詩
壇
盟
主
に
こ
の

問
題
へ
の
よ
り
よ
い
答
え
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

王
士
禛
の
後
に
詩
壇
盟
主
と
な
っ
た
沈
徳
潜
は
、
唐
詩
を
推
賞
し
な
が
ら
宋
元
詩
を
排
除
し

な
い
態
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
態
度
は
沈
徳
潜
の
次
の
言
及
か
ら
推
し
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
彼
は
蘇
軾
の
詩
を
論
評
し
た
と
き
、「
元
遺
山
云
‥『
只
知
詩
到
蘇
黄
盡
，
滄
海
横

流
却
是
誰
？
』
嫌
其
有
破
壊
唐
體
之
意
，
然
正
不
必
以
唐
人
律
之
。（
元
遺
山
云
う
、『
只
だ

知
る	

詩
は
蘇
黄
に
到
り
て
尽
き
、
滄
海	
横
流
す
る
は	

却
っ
て
是
れ
誰
ぞ
』
と
。
其
の
唐
体
を

破
壊
す
る
意
有
る
を
嫌
う
。
然
れ
ど
も
正
に
必
ず
し
も
唐
人
を
以
て
之
を
律
せ
ず
）」二
七

と
言

い
、
ま
た
『
清
詩
別
裁
集
』
に
お
い
て
陸
次
雲
の
詩
を
評
し
て
い
る
時
、「
雲
士
詩
本
真
性
情

出
之
，
故
語
多
沈
着
。
而
所
選
詩
轉
在
宋
元
，
以
之
怡
情
，
不
以
之
為
宗
法
也
。（
雲
士
の
詩
、

真
の
性
情
に
本
い
て
之
を
出
だ
す
、
故
に
語
に
沈
着
多
し
。
而
し
て
選
ぶ
所
の
詩
は
転
た
宋
元

に
在
り
、
之
を
以
て
情
を
怡
ば
し
て
、
之
を
以
て
宗
法
と
為
さ
ざ
る
な
り
）」二
八

と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
「
不
必
以
唐
人
律
之
」
と
「
以
之
怡
情
，
不
以
之
為
宗
法
」
と
い
う
部
分
に
は
沈
徳

潜
の
宋
元
の
詩
に
対
す
る
基
本
的
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
不
必
以
唐
人
律
之
」
と
は
、
つ

ま
り
宋
や
元
の
詩
を
見
る
時
に
唐
詩
或
い
は
盛
唐
詩
の
基
準
を
用
い
な
い
。「
以
之
怡
情
，
不

以
之
為
宗
法
」
と
は
、
宋
元
の
詩
に
は
人
を
楽
し
ま
せ
る
鑑
賞
価
値
は
十
分
あ
る
が
、
そ
れ
を

学
ぶ
手
本
と
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
明
代
の
李
攀
竜
は
古
体
詩
を
論
ず
る
と
き
、
漢
や
魏
の
古

詩
を
基
準
と
し
て
唐
代
の
古
詩
を
否
定
し
、
近
体
詩
を
論
ず
る
と
き
、
必
ず
盛
唐
の
詩
の
基
準

を
以
て
唐
以
後
の
詩
を
否
定
す
る
。
清
代
の
沈
徳
潜
は
李
攀
竜
の
見
方
を
取
ら
ず
、「
不
必
以

唐
人
律
之
」
と
い
う
態
度
で
宋
や
元
の
詩
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
存
在
を
否
定
し
て

い
な
い
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
、
蘇
軾
の
詩
を
「
韓
文
公
後
，
又
開
闢
一
境
界
也
。（
韓
文
公
の
後
、

又
一
境
界
を
開
闢
す
る
な
り
）」
と
讃
え
、
蘇
軾
門
下
の
諸
詩
人
を
「
清
才
林
立
，
並
入
寰
中
。

（
清
才
林
立
し
、
並
に
寰
中
に
入
る
）」
と
褒
め
、
陸
游
の
『
剣
南
集
』
に
つ
い
て
「
殊
有
獨
造

境
地
（
殊
に
独
造
の
境
地
有
り
）」
と
評
価
し
、「
江
西
派
」
の
黄
庭
堅
、陳
與
義
に
つ
い
て
、「
風

骨
獨
存
（
風
骨
独
り
存
す
）」
と
誉
め
、元
代
の
元
裕
之
の
七
言
古
詩
を
「
東
坡
後
一
能
手
也
（
東

坡
の
後
、一
能
手
な
り
）」
と
推
し
、虞
集
、楊
載
、范
梈
、掲
傒
斯
の
「
四
家
」
に
つ
い
て
、「
詩

品
相
敵
（
詩
品
相
敵
す
）」
と
言
っ
て
い
る
。二
九

こ
う
し
た
言
及
は
い
ず
れ
も
宋
や
元
の
詩
に

対
す
る
積
極
的
な
評
価
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
沈
徳
潜
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
如
何
に
宋
や
元
の
詩
を
評
価
す
る
か
は
大

事
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
詩
の
初
心
者
に
と
っ
て
何
を
手
本
に
す
べ
き
か
は
ま
た
別
の
問
題
で

あ
る
。
彼
は
、
明
確
に
陸
次
雲
の
宋
や
元
の
詩
の
風
格
に
近
い
作
品
を
選
ん
だ
の
は
単
に
そ

の
「
怡
情
」
の
価
値
を
認
め
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
手
本
と
す
る
の
で
は
な
い
と
述
べ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
沈
徳
潜
は
宋
や
元
の
詩
に
対
す
る
評
価
の
問
題
と
そ
れ
を
手
本
と
す
る
問
題

を
厳
格
に
区
別
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
は
『
唐
詩
別
裁
集
』
を
編
纂
し

て
、
唐
詩
を
手
本
と
す
る
主
張
を
高
々
と
掲
げ
な
が
ら
、『
宋
金
三
家
詩
選
』
も
編
集
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
推
し
て
い
え
ば
、
彼
が
言
う
「
宋
詩
近
腐
，
元
詩
近
繊
。（
宋
詩
は
腐
に
近
く
、

元
詩
は
繊
に
近
し
）」三
〇

と
は
、
宋
や
元
の
詩
を
学
ぶ
手
本
に
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
態
度
の

現
れ
と
理
解
し
て
よ
い
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
愚
未
嘗
貶
斥
宋
詩
（
愚
は
未
だ
嘗
て
宋
詩
を
貶

斥
せ
ず
）」三
一

と
い
う
表
明
は
、
宋
や
元
の
詩
の
「
怡
情
」
価
値
を
否
定
し
て
い
な
い
意
と
解

釈
で
き
る
。
彼
が
、
若
い
時
か
ら
唐
や
宋
の
人
の
詩
稿
を
手
で
書
き
写
し
た
り
、
旅
の
道
中
で

も
「
唐
宋
人
の
詩
集
を
校
勘
し
」
た
り
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
態
度
の
具
体
的
な
表
れ
で
あ
る

と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
「
論
詩
絶
句
」
に
お
け
る
第
九
首
か
ら
第
十
二
首
ま
で
の
四
首
は
い
ず

れ
も
宋
詩
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
三
十
二
歳
に
書
い
た
こ
の
「
論
詩
絶

句
」
か
ら
し
て
も
、
九
十
七
歳
の
い
ま
わ
の
際
に
ま
だ
『
宋
金
三
家
詩
選
』
の
編
纂
に
手
を
休

め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
沈
徳
潜
は
唐
詩
提
唱
に
よ
り
宋
元
の
詩
を
否
定
し
て
は
い
な

い
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

六
、
お
わ
り
に

「
論
詩
絶
句
」は
沈
徳
潜
の
三
十
二
歳
の
時
に
書
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
年
の
一
年
前
の
秋
、

沈
徳
潜
の
詩
学
の
先
生
で
あ
る
葉
燮
は
世
を
去
っ
た
。
沈
徳
潜
の
『
自
訂
年
譜
』
に
「（
康
煕
）

四
十
二
年
癸
未
，
年
三
十
一
。
秋
，
横
山
先
生
卒
。
先
是
，
先
生
以
所
制
詩
古
文
並
及
門
数
人

詩
，
致
書
於
王
漁
洋
司
寇
。
至
是
，
漁
洋
答
書
極
道
先
生
詩
文
特
立
成
家
，
絶
無
依
傍
。
諸
及

門
中
以
予
與
張
子
岳
未
、
永
夫
不
止
得
皮
得
骨
，
直
已
得
髓
。
…
…
滔
滔
千
言
，
惜
先
生
不
及

見
矣
。（（
康
煕
）
四
十
二
年
癸
未
、
年
三
十
一
。
秋
、
横
山
先
生
卒
す
。
是
よ
り
先
に
、
先
生

は
所
制
の
詩
古
文
並
び
に
門
に
及
ぶ
数
人
の
詩
を
以
て
、
書
を
王
漁
洋
司
寇
に
致
す
。
是
に
至

り
て
、
漁
洋
の
答
書
に
先
生
の
詩
文
は
特
立
し
て
家
を
成
し
、
絶
え
て
依
傍
す
る
こ
と
無
き
を
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極
道
す
。
諸
々
の
及
門
の
中
、
予
と
張
子
岳
未
、
永
夫
と
を
以
て
皮
を
得
て
骨
を
得
る
に
止
ま

ら
ず
し
て
、
直
に
已
に
髓
を
得
。
…
…
滔
滔
た
る
千
言
、
先
生
見
る
に
及
ば
ざ
る
を
惜
し
む
）」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。三
二

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
詩
壇
盟
主
で
あ
る
王
士
禛
は
、
葉
燮
及
び
そ
の

門
下
生
の
詩
や
古
文
に
対
し
て
賛
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
が
、葉
燮
の
詩
論
書
で
あ
る
『
原
詩
』

及
び
そ
の
詩
論
に
対
し
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
実
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ

て
き
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
葉
燮
が
最
も
杜
甫
を
推
賞
す
る
と
い
う
点
だ
け
を
見
て

も
、
葉
燮
と
王
士
禛
の
詩
論
に
は
か
な
り
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
葉
燮
の
詩
学
の
弟

子
と
し
て
、
沈
徳
潜
は
歴
代
の
詩
を
選
別
し
て
、『
唐
詩
別
裁
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
を
世
に
送
り
出
す
形
で
、
葉
燮
の
詩
論
を
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
唐
代
の
五
言

古
詩
に
つ
い
て
の
位
置
づ
け
、
李
杜
と
王
孟
の
位
置
づ
け
、
唐
詩
と
宋
詩
の
位
置
づ
け
と
い
っ

た
清
代
詩
学
史
に
お
け
る
重
大
な
問
題
を
う
ま
く
解
決
し
、
必
然
的
に
清
代
詩
壇
に
お
け
る
主

流
詩
論
の
流
れ
を
王
士
禛
の
「
神
韻
説
」
か
ら
沈
徳
潜
の
「
格
調
説
」
へ
と
方
向
転
換
さ
せ
た
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
趨
勢
は
沈
徳
潜
の
三
十
二
歳
の
時
に
書
い
た
十
二
首
の
「
論
詩
絶
句
」
の

中
に
す
で
に
そ
の
手
が
か
り
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注一　
　
『
沈
徳
潜
詩
文
集
』
四
冊
、沈
徳
潜
著
、潘
務
正
、李
言
、編
集
点
校
。
北
京
、人
民
文
学
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
。『
一
一
斎
詩
』
の
前
に
沈
徳
潜
は
『
留
飯
草
』
と
い
う
詩
集
が
あ
る
が
、
今
に
伝

わ
ら
な
い
。『
一
一
斎
詩
』
は
合
わ
せ
て
十
巻
あ
り
、時
間
順
で
配
列
さ
れ
、己
卯
か
ら
戊
子
ま
で
、

つ
ま
り
沈
徳
潜
の
二
十
七
歳
か
ら
三
十
六
歳
ま
で
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

二　
　
「
初
訂
本
」
と
「
重
訂
本
」
で
は
、
白
居
易
や
李
賀
（
第
七
首
）
の
詩
に
対
す
る
評
価
は
前
後

雲
泥
の
差
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、拙
論
「
関
於
『
唐
詩
別
裁
集
』
的
修
訂
及
其
理
由
―
「
重

訂
本
」
與
「
初
訂
本
」
的
比
較
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
台
湾
、
逢
甲
大
学
、
逢
甲
人
文
社
会
學
報

二
五
、二
〇
一
二
年
十
二
月
。

三　
　
『
帰
愚
文
鈔
』
巻
十
一
「
呉
不
官
遺
詩
序
」
に
「
予
嘗
葺
遺
民
詩
二
巻
，
自
万
年
少
、
陳
言
夏
、

邢
孟
貞
、
顧
與
治
以
下
，
蒼
涼
要
妙
，
比
於
杜
原
父
之
『
谷
音
』」
と
あ
る
。

四　
　

李
攀
竜
『
滄
溟
先
生
集
』
巻
十
五
。
明
・
隆
慶
十
五
年
（
一
五
七
二
）
序
刊
。

五　
　

王
士
禛
『
師
友
詩
傳
録
』。
丁
福
保
輯
『
清
詩
話
』
上
所
収
。
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
七
八
年
。

六　
　

王
士
禛
著
・
聞
人
倓
箋
『
古
詩
選
』
巻
首
に
あ
る
姜
宸
英
の
「
阮
亭
選
古
詩
選
原
序
」
に
「
於

於
漢
取
全
；
於
魏
晋
以
下
逓
厳
，
而
逓
有
所
録
，
而
猶
不
廃
夫
斉
梁
陳
隋
之
作
者
；
於
唐
僅
得

五
人
，
曰
陳
子
昂
、
張
九
齢
、
李
白
、
韋
応
物
、
柳
宗
元
。」
と
あ
る
。
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
〇
年
。

七　
　

葉
燮
『
原
詩
』
内
篇
上
。
丁
福
保
輯
『
清
詩
話
』
下
所
収
。
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
七
八
年
。

八　
　
『
唐
詩
別
裁
集
』
の｢

初
刻
本｣

と
「
重
訂
本
」
に
お
け
る
五
言
古
詩
の
収
録
情
況
は
次
の
通

り
で
あ
る
。｢

初
刻
本｣

で
は
、
五
言
古
詩
二
巻
、
詩
人
四
十
五
人
、
詩
三
百
四
十
三
首
、
所
収

総
数
の
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。｢

重
訂
本｣

で
は
、五
言
古
詩
四
巻
、詩
人
五
十
四
人
、

詩
三
百
八
十
七
首
、
所
収
総
数
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
る
。

九　
　

沈
徳
潜
編
『
唐
詩
別
裁
集
』（「
重
訂
本
」）
巻
一
。
乾
隆
二
十
八
年
（
一
七
六
二
）
教
忠
堂
重

訂
本
を
底
本
と
し
た
影
印
本
。
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
。

一
〇　

同
上
巻
二
。

一
一　

沈
徳
潜『
説
詩
晬
語
』巻
上
。
丁
福
保
輯『
清
詩
話
』下
所
収
。
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
七
八
年
。

一
二　

王
士
禛
『
唐
賢
三
昧
集
』
序
に
「
不
録
李
杜
二
公
者
，
倣
王
介
甫
『
百
家
』
例
也
」
と
あ
る
。

景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
、
第
一
四
五
九
冊
。
台
北
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
。

一
三　

王
士
禛
『
帯
経
堂
詩
話
』
巻
三
「
要
旨
類
」。
張
宗
柟
纂
集
、
戴
鴻
森
校
点
。
北
京
、
人
民
文

学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

一
四　

郭
紹
虞
『
詩
品
集
解
』。
北
京
、
商
務
印
書
館
、
一
九
六
九
年
。

一
五　

同
上
。

一
六　

王
士
禛
『
帯
経
堂
詩
話
』
巻
一
「
体
制
類
」。

一
七　

同
上
「
品
藻
類
」。

一
八　

王
士
禛
撰
・
程
哲
編
『
帯
経
堂
集
・
蠶
尾
集
』
巻
二
十
「
跋
陳
説
巌
太
宰
丁
丑
詩
巻
」。
清
刊
本
。

一
九　

葉
燮
『
原
詩
』
内
篇
上
。

二
〇　

沈
徳
潜
『
唐
詩
別
裁
集
』（｢

初
刻
本｣

）「
凡
例
」。
康
煕
五
十
六
年
（
一
七
一
七
）
碧
梧
書
屋

蔵
版
刻
本
。

二
一　

袁
宏
道
『
袁
中
郎
全
集
』
巻
二
二
尺
牘
「
張
幼
于
」。
和
刻
本
『
漢
詩
集
成
』
補
編
第
十
九
輯
、

汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
。

二
二　

王
士
禛
撰
・
程
哲
編
『
帯
経
堂
集
・
蠶
尾
集
』
巻
一
「
鬲
津
草
堂
詩
集
序
」。
清
刊
本
。

二
三　

沈
徳
潜
『
唐
詩
別
裁
集
』（｢

初
刻
本｣

）「
原
序
」。

二
四　

沈
徳
潜
『
沈
徳
潜
詩
文
集
』
所
収
『
帰
愚
文
鈔
』
巻
十
五
『
與
陳
耻
庵
書
』。

二
五　

王
士
禛
『
帯
経
堂
詩
話
』
巻
一
「
品
藻
類
」。

二
六　

兪
兆
晟
『
漁
洋
詩
話
序
』。『
清
詩
話
』
上
所
収
『
漁
洋
詩
話
』
巻
首
。
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
七
八
年
。

二
七　

沈
徳
潜
『
説
詩
晬
語
』
巻
下
。

二
八　

沈
徳
潜『
清
詩
別
裁
集
』巻
十
五
。
北
京
、中
華
書
局
、教
忠
堂
本
に
よ
る
影
印
本
、一
九
七
五
年
。

二
九　

こ
れ
ら
論
評
は
、
い
ず
れ
も
沈
徳
潜
の
『
説
詩
晬
語
』
巻
下
に
見
ら
れ
る
。

三
〇　

沈
徳
潜『
明
詩
別
裁
集
序
』。
北
京
、中
華
書
局
、乾
隆
四
年
刊
本
に
よ
る
影
印
本
。
一
九
七
五
年
。

三
一　

沈
徳
潜
『
清
詩
別
裁
集
』「
凡
例
」。

三
二　
『
沈
徳
潜
詩
文
集
』
第
四
冊
所
収
。
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On Shen Deqian’s Early Poem-Criticizing Quatrains and 
Their Poetic Significance

Jianming FAN

Abstract

   Poems of Several Tang and Song Dynasty Poets and Some Quatrains is a book written by Shen 
Deqian（沈徳潜） at the age of 32. This collection of quatrains mainly criticizes poets in Tang and 
Song Dynasties, including Chen Zi’ang（陳子昂）, Li Bai（李白）, Du Fu（杜甫）, Han Yu（韓愈）, 
Wang Wei（王維）, Meng Haoran（孟浩然）, Liu Changqing（劉長卿）, Liu Zongyuan（柳宗元）, 
Wei Yingwu（韋応物）, Bai Juyi（白居易）, Li He（李賀）, Li Shangyin（李商隠）, Su Shi（蘇軾）, 
Ouyang Xiu（欧陽修）, Mei Yaochen（梅堯臣）, four other poets in Yongjia（永嘉四霊）, Zhejiang 
Province and Lu You（陸游）, and others. These quatrains reflect Shen Deqian’s poetic views in his 
early years and deal with several significant poetic issues including the position of Tang poetry, the 
position of poets like Li Bai, Du Fu, Wang Wei and Meng Haoran, and the position of Tang-Song 
poetry in the poetic circle in Ming and Qing Dynasties. This paper first discusses the main content 
of the 12 quatrains together with Shen’s basic comments on poetry in Tang and Song Dynasty in 
his early years. Based on this, the poetic significance of the poem-commenting quatrains is 
elaborated on the history of poetic development in the Qing Dynasty. 

Keywords: Shen Deqian; poem-criticizing quatrains; poetic significance


